
様　式　ア

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

―

― 0 

0 

― 0 

― 0 

― 0 

62.5

雇用創出型ニュービジネス立地促進事業 870,000 154,805 136,988 194,943 ― 486,736 55.9

― 26,125 91.7

企業誘致促進事業 304,000 16,291 71,295 102,300 ― 189,886

28,500 7,125 9,500

北海道大学連携型起業家施設運営事業 66,000 6,437 5,088 ― 24,144 36.6

9,992 32,969 68.7

38.8

38,700 ― 156,572 83.3

企業連携構築事業

－

さっぽろフィルムコミッション強化事業 124,000 19,200 20,900 8,000 ― 48,100

― 88.9

「創造都市さっぽろ（sapporo ideas city）」の活用と推進 80,000 20,466 36,346 6,500 ― 63,312 79.1

9,150

87.9

10,025 ― 29,189 67.9

―

首都圏ビジネスチャンス拡大支援事業 43,000 9,028 10,136

札幌スタイル推進事業 93,000 33,114 26,763

さっぽろコンテンツマーケット創出事業

高度情報通信人材育成・活用事業

さっぽろバイオクラスター構想“Ｂｉｏ－Ｓ”推進事業

新産業育成推進事業

29,716― 1,890 34,000

2,7002,371

21,850

8,404 9,113

57,672 60,200

12,619

9,500

合 計

81,727

26,667

― 65,606

10,250 ―

―

―

0 ―

札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

21年度
( 予算 )

12,000

39,470

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

65,000 ―

―

24.616,000

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の １ ）

22年度
( 予算 )

（単位:千円）

政 策 目 標

重 点 課 題

2

3

施
策
の
基
本
方
針

　さっぽろのブランド力をさらに向上させるため、札幌市立大学をはじめとした研究機関が持つ知の
資産と産業を結び、デザインやバイオの分野などで札幌らしい特色ある新産業を育成し、スイーツ
などの食品関連産業とともに国内外に発信します。また、平成27年までにＩＴ・コンテンツ産業売上
高１兆円を目指し、人材・企業を育成し、映像を中心としたコンテンツ分野の取引の拡大を図るとと
もに、ＩＴ関連企業などを積極的に誘致します。

主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

計 画
事業費

19年度
( 決算 )

20,292

実　績　事　業　費
20年度
( 決算 )

4,000

20,402

進捗率

( ％ )

80,16496,000

0

12,000

12,72748,000

30,000

188,000

―

0 

0 

―

―

―

―

―

―

―

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

83.5

2,713 7,784 64.9

0 ―

―

61.2―460,7572,047,500 1,252,125423,436367,932

0 ―

合　計　（計画事業費が 「－」 の事業は除く）

事　　業　　名

都心部における北海道の魅力発信事業

「食のまち」札幌の推進※

魅力ある食づくり推進事業

施策
番号

― 0 

※「食のまち」札幌の推進は、一部の事業が対象外のため、21年度合計では22,220を計上
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設置 設置

49社

1,500日

2 民間創造都市推進組織の設置 - - - －

1,500日 500日

60人 100人 100人

8,800本

-

11,000本 10,000本

50社 50社ＩＰビジネス研究会への参加企業数 - 15社 -

800人 800人 800人

535人 632人 500人 500人 500人

ビジネスマッチングの来場者数 427人 513人 699人

100件

200社 200社 200社

100件 100件

販路拡大支援事業への首都圏参加企業数 94社 148社 190社

500人 500人

19年度末
( 実 績 )

20年度末
( 実 績 )

整備 -

50件

160社 170社 170社

3
〔雇用創出型ニュービジネス立地促進事業による〕
事業所開設数（累計）

39社

400件

50社60社

2
〔高度情報通信人材育成・活用事業による〕市内ＩＴ
企業への就業者数

72人

350件

〔さっぽろバイオクラスター構想推進事業による〕クラ
スター形成数

-

400件

9件 11件 10件

27人

3,850本 6,666本

ロケーション（延べ）撮影日数 236日 152日 1,385日

1,500本

1

北海道大学特許出願数 271件 314件

1
〔都心部における北海道の魅力発信拠点〕道内各
地域からの出展者数

-

- -

〔札幌スタイル〕認証製品数（累計）

55社

350人 200人 390人 430人

2社 11社 14社

50社32社

1

1

56件 95件

2

2

251件

2

2 〔新産業育成推進事業〕補助金交付件数（累計） 2件

取引可能な映像作品等の集積本数（累計）

4件 7件

92人

1 「食のまち」札幌発信拠点の整備 -

56件

重 点 課 題

施策

番号
項　　　　　　目

18年度末
( 現 状 )

2

スイーツマルシェ集客数

2

43社

1

1

2

主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

〔都心部における北海道の魅力発信拠点〕来場者
数

政 策 目 標 2

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ２ ）

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

15社

55社 60社 60社

15社

2 〔札幌市東京事務所内〕ビジネスラウンジ利用者数 323人

2

3 〔企業誘致促進事業による〕誘致企業数（累計） -

3

21年度末
( 予 定 )

33件 40件

22年度末
( 予 定 )

8万人 10万人 10万人

-

22年度末
( 目 標 )

7万人

50件

スイーツ王国さっぽろ推進協議会への参画会員数 85社 130社 134社

整備

スイーツマルシェ出展数 20店 17店 22店 23店 25店 25店

- -
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主　　な　　取　　組　　内　　容

●「スイーツ王国さっぽろ推進協議会」において、スイーツコン
ペティション、スタンプラリーのほか、さっぽろスイーツのＰＲ事
業を実施。また、札幌のスイーツを切り口とするイベントとして
新たに「さっぽろオータムスイーツファンタジー」を大通公園で
開催（19年9月7日～9日）
●地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）の開催（開催1
回、17店200名参加）
●札幌スタイル推進事業では産学官で構成する有識者会議
（札幌スタイル・デザイン会議）により、これまでの事業成果と
課題を検討。今後の中長期的な方向性を取りまとめた「札幌
スタイル推進戦略」の提言を受けた。

●狸小路商店街の空き店舗を活用し、平成20年12月に、民
間事業者の運営による「道産食彩ＨＵＧ（ハグ）」を開設した。
●スタンプラリーの開催など市民参加型のイベントに加え、
「さっぽろオータムフェスト2008」の開催に合わせ、「さっぽろ
オータムスイーツファンタジー」を実施するなど、幅広くさっぽ
ろスイーツの周知を行った。
●地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）を年2回開催した
（22店、390名参加）。
●「札幌スタイル戦略会議」を設置し、認証基準や審査方法
を見直したうえで、新規10製品、更新50製品の認証を行っ
た。また、ＪＲタワーにおける「札幌スタイルショップ」の開設や
デザインコンペティションの実施、市内・道外への出展を通し
て、積極的な周知や販路拡大支援を行った。

●平成20年度に設置した「道産食彩ＨＵＧ（ハグ）」の運営に
伴う賃借料相当分を補助する。
●スタンプラリーの開催等により、引き続き「さっぽろスイーツ」
の周知に努めるとともに、道産食品の普及啓発を行う団体が
都心においてＰＲ・販売する際の家賃を補助する「『北海道の
食を愛するまち』情報発信拠点支援事業」を行う。
●引き続き、地元農産物の見本市（スイーツマルシェ）を年2
回程度開催する。
●引き続き、「札幌スタイル戦略会議」を開催し、「札幌スタイ
ル」の周知や認証製品の販路拡大を支援する。また、平成20
年度のデザインコンペティション入賞作品の製品化に向けた
取組を支援し、札幌発のブランドを創出する。

重 点 課 題

札幌の都市イメージを活用した産業の振興施策１

3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ３ ）

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

21　年　度　(　予　定　) 22　年　度　(　予　定　)
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●ものづくり（印刷業）及びバイオ分野における首都圏企業と
市内企業とのマッチングを実施するとともに、平成21年3月に
ビジネス支援サイト「T BONE」を立ち上げた。
●平成20年9月に、札幌市において機能性食品・化粧品分
野に特化した全国規模のビジネスマッチングを開催したほ
か、平成21年2月に神戸・大阪においてバイオ産業のビジネ
スマッチングを開催した（3会場の来場者数　約700名）。
●「アイコモンズサミット2008（平成20年7月29日～8月1日、参
加者数550人）」を開催したほか、地元クリエイター等の参加に
よる創造都市さっぽろ活用ワークショップを開催した（参加者
数53人）。
●「さっぽろコンテンツマーケットシステム」が構築・稼動し、コ
ンテンツの取引が可能となった。
●若手クリエイターを首都圏の映像制作会社にインターン派
遣するなど人材育成を進めるとともに、ロケーション誘致支援
業務の体制を強化することにより、ロケ撮影日数が増加され
た。
●研修等の実施により、高度ＩＴ人材が育成されたほか、市内
ＩＴ企業への就職マッチングが進められた。
●新産業・新技術の事業化支援として、3件の案件を支援し
た（①「遠隔放射線治療支援システムの開発」、②「スマートス
イーツ『ライト』の開発」、③ジャガイモYウィルスN系統検出試
薬の開発」）
●北大BI（ビジネス・インキュベーション）入居者に対し、IM（イ
ンキュベーション・マネージャー）を配置するなど、研究開発
の促進に向けた支援を行った。
●「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」として、3テーマ（①
「免疫・アレルギー改善研究グループ」、②「認知小機能改善
研究グループ」、③「代謝機能改善研究グループ」）の研究開
発を進めた。

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ４ ）

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

重 点 課 題

●ものづくり（印刷業）及びバイオ分野において、首都圏企業
と市内企業とのマッチングを実施
●平成19年7月にIT・バイオ産業のビジネスマッチングを横浜
で、平成20年1月神戸・大阪においてバイオ産業のビジネス
マッチングを開催（3会場の来場者数　500名超）
●クリエイティブコモンズの普及等を議論する国際会議「アイ
コモンズサミット2008」の誘致、「創造都市さっぽろ」の考え方
を視覚的に表すＶＩ（Visual　Identity）策定
●ショートフィルム等のコンテンツを年間通じて取引が行える
「さっぽろコンテンツマーケット」の構築に向けた調査を実施。
●若手クリエイター育成として首都圏の映画制作会社へイン
ターン派遣等を実施
●ＩＴアーキテクトやプロジェクトマネージャーといった高度ＩＴ
人材の育成、首都圏発注側企業と市内IT企業とのビジネス
マッチング・コーディネート等を実施。
●新産業・新技術の事業化支援として、2件の案件を支援し
た（①「サーモンオバリーペプチド第2世代の開発」②「環境に
配慮した地域ブランド紙石鹸」の製品化）
●新産業の育成等を目的とした北大Ｒ＆Ｂパーク推進協議会
に参画し、大学の研究開発等を事業化するための支援（3件）
を実施
●「国際競争力のあるバイオクラスターの形成」を目的に、文
部科学省から「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」の採択を
受け、北大を中心とした研究開発を促進

施策２ ＩＴ・コンテンツ・バイオなどの新産業の育成・拡大

3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

主　　な　　取　　組　　内　　容

21　年　度　(　予　定　) 22　年　度　(　予　定　)

●環境関連産業分野において、首都圏企業と市内企業との
マッチングを実施するほか、引き続き、ビジネス交流会の開催
や「T BONE」の運用を行う。
●引き続き、札幌において機能性食品・化粧品分野に特化し
たビジネスマッチングを開催するとともに、関西地区等におけ
るビジネスマッチングを開催する。
●平成20年度の「創造都市さっぽろ推進会議」からの提言を
受け、推進組織を検討するとともに、引き続きワークショップを
開催し、創造都市札幌を活用した産業施策の検討を行う。
●平成20年度に開設した「コンテンツマーケットシステム」の
保守業務を行うとともに、コーディネーターを配置し、システム
登録情報の更新や販路開拓の支援等を行う。
●引き続き、若手クリエイターを首都圏の映像制作会社に派
遣するとともに、ロケーション誘致支援を進め、さっぽろフィル
ムコミッションの機能強化を図る。
●引き続き、高度ＩＴ人材の育成や市内ＩＴ企業への就職マッ
チングを進めるほか、札幌イノベーションセンター（ＳＩＣ）を核
に、独自ソフトウェア（Saas：※）等を活用した技術支援を実施
する。
●引き続き、新産業・新技術の事業化支援を行い、①環境・
エネルギー②福祉・医療③情報・通信④バイオテクノロジー
（ライフサイエンス）関連分野への取組を支援する。
●バイオ等の先端企業を支援するため、引き続き、北大BI入
居者に対し、賃料補助及びIMの配置による支援を行う。
●平成20年度と同様の3テーマについて、引き続き、研究開
発を進め、事業化に取り組む。
※Saas（サース）：Software as a serviceの略。ユーザが必要と
するシステム機能を、ネットワークを通じて提供するサービス、
あるいはサービスを提供するビジネスモデルのこと。
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18年度末
( 現 状 )

20年度末
( 実 績 )

21年度末
( 予 定 )

22年度末
( 予 定 )

22年度末
( 目 標 )

19年度末
( 実 績 )

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ５ ）

政 策 目 標 2

主　　な　　施　　設　　、　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　整　　備　　水　　準

施　設　（　サ　ー　ビ　ス　）　名

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街

重 点 課 題 3 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致

主　　な　　取　　組　　内　　容

●ＩＴ・コンテンツ・バイオ産業の誘致のため、企業訪問、展示
会への出展（2回）等の誘致事業を実施し、2社を誘致した。
●コールセンター、ニュービジネスの立地促進のため、企業
訪問、展示会への出展（4回）等の誘致事業を実施し、コール
センター4社を誘致した。
●札幌市障がい者コールセンター就労支援ネットワーク会議
の開催により企業と意見・情報交換を行うとともに“障がい者
向けコールセンター研修”を実施

●展示会への2回の出展等により、9社（IT企業7社、コンテン
ツ企業1社、バイオ企業1社）を新規に誘致した。
●首都圏で開催された展示会への3回の出展等により、コー
ルセンター6社の新規誘致を行った。

施策３ 札幌の優位性を活かした企業の誘致

21　年　度　(　予　定　) 22　年　度　(　予　定　)

●引き続き、展示会への出展等を行い、計3社の新規誘致を
目指す。
●引き続き、展示会への出展や積極的な広報等により、計5
社の事業所開設を目指す。
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今　　後　　の　　重　　点　　取　　組

●今後成長が期待でき、かつ札幌の強みである食関連産業の競争力を高めるために、これまで培ってきた企業・関係団体
のネットワークや情報等を十分活用し、生産から加工、販路拡大までの総合的な支援を展開していく。また、北海道との連携
をより一層深めることで、道産の食の消費促進を啓発し、道内経済、さらには本市経済の活性化を図っていく。

●ＩＴ関連産業は下請的な受託型の産業構造から脱却するために、高度な技術を有した人材の育成支援の他、ＳａａＳを活用
した販路拡大など新しいビジネスモデルの創出や、大型案件の受注拡大に資する協業化のための支援を進めていく。また、
バイオ産業については、最大の課題である販路拡大・企業連携を支援するため、国内外の地域・企業との連携をさらに促進
していく。

●石狩市を始めとした札幌広域圏と連携した企業誘致施策を展開し、札幌経済圏として企業立地の優位性を対外的にＰＲ
していく。また、北海道の産業振興条例の施行規則が改正されたことに伴い、現在、北海道の立地支援制度と連携した新た
な立地支援制度の検討を進めており、札幌の地域特性を活かした企業誘致を今後、さらに促進していく。

施策１ 札幌の都市イメージを活用した産業の振興

●「食のまち札幌」の推進としては、市民参加型のコンペティ
ションの実施やスタンプラリーの開催のほか、「さっぽろオータ
ムフェスト」における出店などを通して、「さっぽろスイーツ」の
ブランド化が図られ、「スイーツの街さっぽろ」の実現、さらに
は、食関連産業の活性化に貢献している。

●「札幌スタイル推進事業」により、異業種企業・人材間の連
携が進められている。札幌の都市イメージやデザインを活用
した製品が北海道内外で流通し、売上げが増加するなどの成
功事例がみられ、地域経済の活性化につながる動きとなって
いる。

　「さっぽろスイーツ」などを都市ブランドとして確立し、競争力
のある外需獲得型産業へ育成することで、本市経済を活性化
していく必要がある。さらに、北海道産の素材をより活用する
ことで、道内経済循環の拡大を図り、北海道経済を牽引して
いく必要がある。

評　　　　価　　（　成　　果　）

●IT、コンテンツ、バイオ産業の誘致については、平成20年
度の達成目標は4社であったが、実績は9社であった。これら
の産業を誘致することにより、安定した雇用の創出、産業集
積、及び産業の高度化等につながり、札幌らしい新産業の育
成と企業の誘致に効果があった。

●コールセンター・ニュービジネスの誘致については、平成20
年度に6社が新たに札幌市に立地した。このことに伴い、雇用
の創出、市税収入の増加等が図られ、地域経済の活性化に
寄与している。

　札幌の優位性を活かした企業の誘致という観点では、多く
の自治体が地域特性を活かした企業誘致を進めており、地域
間の競争は激化しつつあることから、本市単独ではなく、北海
道の制度の活用や石狩市など周辺市町村との連携により誘
致活動を強化していく必要がある。

施策２ ＩＴ・コンテンツ・バイオなどの新産業の育成・拡大

●高度人材の育成としては、平成18年度からの3年間で800
名を超える技術者に対して研修を実施しており、高度なスキ
ルを有した人材や即戦力エンジニアの育成につながってい
る。

●コンテンツ産業の振興としては、全国に先駆けて「さっぽろ
コンテンツマーケットシステム」が構築され、札幌国際短編映
画祭に集積しているショートフィルムを中心としたコンテンツの
取引が進められた。

●バイオ産業の振興としては、神戸・大阪におけるバイオマッ
チングに加え、札幌において機能性食品・化粧品分野に特
化した全国規模のバイオビジネスマッチングが開催され、精
度の高い商談の場を設定することができた。

　ＩＴ関連産業は企業の売上高がこれまで堅調に伸びていた
が、昨今の景気低迷により大きな影響を受けている。首都圏
企業等からの下請的な受注に依存する本市の産業構造に起
因するものであり、こうした産業構造を転換し、中長期的に堅
調な成長が望める体制構築に向けた支援を検討する必要が
ある。また、本市バイオ産業では大半の企業が資金、人材及
び販路等で課題を抱えており、有望な技術・素材を活かすた
め、販路拡大や企業連携の支援を強化していく必要がある。

施策３ 札幌の優位性を活かした企業の誘致

課　　　　　　　　　題

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街
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様　式　ア

　「スイーツ王国さっぽろ推進協議会への参加会員数（項目1）」は、着実に増加している。今後とも、「札幌の食」というブラン
ドの確立に向けて、企業が参画するメリットを打ち出しながら、より多くの市内企業の参画を促していく。
　「札幌スタイル認証製品数（項目2）」は、平成20年度に認証基準の見直しを行い、既存の認証製品も更新審査の対象とし
た。引き続き札幌スタイルの認知度の向上に向けた取組を行い、認証を行っていく。
　「取引可能な映像作品等の集積本数（項目3）」は、「さっぽろコンテンツマーケットシステム」が構築され、札幌国際短編映
画祭を通じて蓄積した世界中の短編映画の活用が図られていることから、大幅な増加となった。今後とも、コーディネーター
の配置等により、マーケットシステムを有効に機能させ、コンテンツ産業における商取引の活性化を図っていく。
　「大学の共同研究・受託研究業績（項目4）」は、文部科学省から採択を受けた「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」や「北
大BI(ビジネス・インキュベーション」の開設等により、順調な増加を示した。引き続き、地元企業の参画の促進させるなど、札
幌の強みを活かした研究開発を行い、研究成果の製品化・事業家を促進させていく。
　「IT・コンテンツ・バイオ企業及びコールセンター・ニュービジネスの誘致数（項目5）」は、景気後退により企業が新たな投資
を抑制しているなか、順調に伸びている。今後とも、市税収入の増加や安定した雇用の創出のためにも、誘致数を増加さ
せ、地域経済の活性化に結び付けていく。
　引き続き、「札幌らしい新産業の育成と企業の誘致」を推進し、平成22年度の計画目標に向け、注力していく。

ＩＴ・コンテンツ・バイオ企業及びコールセンター・ニュービジネスの誘致数（単位：社）

成　果　指　標　等　 か　ら　見　た　重　点　課　題　の　評　価

項目５

項目４ 大学の共同研究・受託研究実績（単位：件）

項目２

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

札幌スタイル認証製品数（単位：件）

項目３ 取引可能な映像作品等の集積本数（累計、単位：本）

スイーツ王国さっぽろ推進協議会への参画会員数（単位：社）

政 策 目 標 2 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街
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